
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成22年２月12日

【四半期会計期間】 第43期第３四半期

(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

【会社名】 株式会社ショーエイコーポレーション

【英訳名】 ＳＨＯＥＩ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　芝原　英司

【本店の所在の場所】 大阪市中央区備後町二丁目１番１号

【電話番号】 06－6233－2636　（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役　有村　芳文

【最寄りの連絡場所】 大阪市中央区備後町二丁目１番１号

【電話番号】 06－6233－2636　（代表）

【事務連絡者氏名】 常務取締役　有村　芳文

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

　 　(大阪市中央区北浜一丁目８番16号)

　

EDINET提出書類

株式会社ショーエイコーポレーション(E21815)

四半期報告書

 1/25



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第42期
第３四半期
累計期間

第43期
第３四半期
累計期間

第42期
第３四半期
会計期間

第43期
第３四半期
会計期間

第42期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 9,371,1577,152,7622,842,4202,439,80111,787,615

経常利益 (千円) 255,071 246,249 61,048 104,579 249,671

四半期(当期)純利益 (千円) 136,840 115,989 30,630 48,449 134,672

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 229,400 229,400 229,400

発行済株式総数 (千株) ― ― 6,850 6,850 6,850

純資産額 (千円) ― ― 1,699,4391,769,5181,693,352

総資産額 (千円) ― ― 4,489,8833,993,5084,075,185

１株当たり純資産額 (円) ― ― 248.09 258.32 247.20

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 21.13 16.93 4.70 7.07 20.51

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 7.50

自己資本比率 (％) ― ― 37.85 44.31 41.55

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 101,906 120,963 ― ― 184,272

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △33,584 △64,893 ― ― △63,467

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 223 △191,231 ― ― △22,794

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 455,763 350,068 485,228

従業員数 (名) ― ― 139 146 142

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、非連結子会社及び関連会社が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 146 (111)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均雇用人員を（　）外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社事業の中で、生産実績を有しているのはパッケージ事業のみであるため、当第３四半期会計期間の

生産実績をパッケージ事業のみ示すと、次のとおりであります。
　

事業別の名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

パッケージ事業 1,301,460 96.4

メディアネットワーク事業 ― ―

合計 1,301,460 96.4

(注) １　金額は製造原価及び仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期会計期間における受注実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別の名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

パッケージ事業 1,674,319 99.9 942,615 163.9

メディアネットワーク事業 727,914 64.8 781,148 84.4

合計 2,402,234 85.8 1,723,765 114.9

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別の名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

パッケージ事業 1,655,072 99.6

メディアネットワーク事業 784,728 66.5

合計 2,439,801 85.8

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　販売実績が総販売実績の10％以上の相手先はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間における世界経済の環境は、中国においては消費促進政策の効果による内需中

心の回復がみられ、欧米においても経済対策効果による個人消費の緩やかな持ち直しの動きが見られま

したが、依然として雇用情勢の悪化が進むなど、全体としては厳しい状況が続きました。

　わが国経済は、環境車購入支援やエコポイント制導入などの景気刺激策が一部消費の持ち直しをもたら

し、アジア向け輸出の増加による貿易・サービス収支の改善が見られましたが、民間設備投資の低迷、企

業収益の減少傾向、雇用や所得情勢の悪化は続いており、景気が回復へ至るには未だ厳しい環境にありま

す。

　当社を取り巻く環境は、パッケージ事業においては、当第３四半期前半において、企画提案型サービスが

好調に推移し、回復傾向が見られたものの、依然として続く景気後退の影響が強く、前年同期の水準まで

は回復するに至りませんでした。メディアネットワーク事業においては、顧客先であるカタログ通販会社

等におけるコスト抑制により販売促進企画の縮小および経費削減がより一層進む中、封筒などの製品販

売や一気通貫サービスの一層の強化を推進いたしましたが、厳しい事業環境となりました。

　このような状況の中、経営資源の効率的利用、経費削減および利便性を重視し、支店および生産センター

の移転、集約を行いました。また、原価逓減のために、割安の海外原材料を効果的に使用し、利益率向上に

努めました。

　その結果、当第３四半期会計期間の売上高は2,439百万円（前年同四半期比14.2％減）、売上総利益は

403百万円（前年同四半期比3.1％増）、営業利益は106百万円（前年同四半期比26.2％増）、経常利益は

104百万円（前年同四半期比71.3％増）となり、四半期純利益は48百万円（前年同四半期比58.2％増）と

なりました。

事業別の状況は次のとおりであります。

　

（パッケージ事業）

　パッケージ事業につきましては、当第３四半期前半において顧客の販売促進活動等に適した商品を提案

し、要望や消費者ニーズに合わせて当社のパッケージや封入サービスを提供する企画提案型営業を中心

に回復傾向がみられましたが、消費の低迷により需要が減少する中、販売数量が概ね堅調に推移する一方

で低価格帯の製品が中心となった結果、パッケージ事業全体の売上高の伸びは緩やかなものとなり、十分

な回復には至りませんでした。また、フィルム原反など原材料費においては、割安の海外原材料を効果的

に使用することによって原価逓減を進めたことにより、売上総利益は前年同期と比べ増加いたしました。

　この結果、当事業の売上高は1,655百万円（前年同四半期比0.4％減）となりました。

　

（メディアネットワーク事業）

　メディアネットワーク事業につきましては、経済情勢を顕著に反映し、当社の主力顧客であるカタログ

通販会社のダイレクトメール、販売促進企画の規模がより一層縮小し、発送回数、通数の絞り込みが行わ

れる中、封筒販売、一気通貫サービス提供の一層の強化を進めましたが、新規案件の獲得も十分に進まず、

厳しい事業環境となりました。

　この結果、当事業の売上高は784百万円（前年同四半期比33.5％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は3,993百万円となり、前事業年度末に比べ81百万円減少しました。

これは主に現金及び預金の減少や受取手形及び売掛金の減少等によるものであります。

当第３四半期会計期間末の負債合計は2,223百万円となり、前事業年度末に比べ157百万円減少しまし

た。これは主に未払法人税等の減少等によるものであります。

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は1,769百万円となり、前事業年度末に比べ76百万円増

加しました。これは主に利益剰余金の増加等によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期会計期間末に比べ65百万円減少

し、350百万円となりました。

　

また、当第３四半期会計期間中における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は85百万円（前年同四半期比32.8％減）となりました。これは主に売上

債権の増加額180百万円があったものの、仕入債務の増加額189百万円、税引前四半期純利益84百万円の計

上等があったことによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は32百万円（前年同四半期は７百万円の収入）となりました。これは主

に有形固定資産の取得による支出36百万円及び差入保証金の差入による支出３百万円等があったことに

よるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は117百万円（前年同四半期は56百万円の収入）となりました。これは主

に短期借入金の減少額90百万円、長期借入金の返済による支出22百万円等があったことによるものであ

ります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、パッケージプランニング堺センターの移転に伴い、旧賃借物件にかか

る建物、建物附属設備を除却しました。この結果、「固定資産除却損」６百万円を特別損失として計上し

ております。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,850,000 6,850,000
大阪証券取引所
(ヘラクレス)

単元株式数は100株

計 6,850,000 6,850,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21並びに第280条ノ27の規定に基づき発行した新株予約

権は、次のとおりであります。

（平成16年６月29日定時株主総会特別決議）

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数（個） 55

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数は100株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 82,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 194

新株予約権の行使期間 平成18年７月１日から平成23年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　　　　　　　　　　　　　　194
資本組入額　　　　　　　　　　　　　　　　　 97

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(注)　当該新株予約権の行使条件は以下のとおりであります。

①　新株予約権者は、当該新株予約権の行使時において、当社の取締役、監査役および従業員の何れかの地位に

あることを要する。ただし、新株予約権者が、任期満了による退任、定年退職その他正当な理由によりこれ

らの地位を失った場合はこの限りではない。

②　新株予約権の譲渡、質入れその他一切の処分を認めない。

③　新株予約権の割当を受けた者が死亡した場合は相続を認めない。

④　割当てられた新株予約権個数の全部または一部につき行使することができる。ただし、一部を行使する場合

には、割り当てられた新株予約権の整数倍の単位で行使するものとする。

⑤　その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する、新株予約権割当契約に定めるところによ

る。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ― 6,850,000 ― 229,400 ― 146,800

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,849,800 68,498 ―

単元未満株式 普通株式　　　　200 ― ―

発行済株式総数 6,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 68,498 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 138 166 199 262 217 250 214 207 176

最低(円) 121 126 146 166 188 185 184 155 161

(注) 株価は、大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間

(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３

四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 405,490 535,991

受取手形及び売掛金 ※３
 1,760,265 1,909,200

製品 196,327 200,968

仕掛品 89,895 107,575

原材料 20,640 28,932

その他 302,418 97,506

貸倒引当金 △14,998 △16,173

流動資産合計 2,760,040 2,864,001

固定資産

有形固定資産

土地 599,420 599,420

その他（純額） ※１
 200,177

※１
 167,391

有形固定資産合計 799,598 766,811

無形固定資産 48,302 58,824

投資その他の資産

その他 462,279 451,931

貸倒引当金 △76,713 △66,382

投資その他の資産合計 385,566 385,548

固定資産合計 1,233,467 1,211,184

資産合計 3,993,508 4,075,185

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 1,444,255 1,314,630

短期借入金 140,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 90,000 90,000

未払法人税等 17,930 151,301

未払消費税等 12,611 29,729

賞与引当金 41,053 78,449

その他 154,263 105,333

流動負債合計 1,900,114 1,969,445

固定負債

長期借入金 135,000 202,500

退職給付引当金 8,209 34,042

役員退職慰労引当金 119,061 119,516

その他 61,603 56,329

固定負債合計 323,874 412,387

負債合計 2,223,989 2,381,833
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 229,400 229,400

資本剰余金 146,800 146,800

利益剰余金 1,401,923 1,337,309

株主資本合計 1,778,123 1,713,509

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,604 △20,156

評価・換算差額等合計 △8,604 △20,156

純資産合計 1,769,518 1,693,352

負債純資産合計 3,993,508 4,075,185
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 9,371,157 7,152,762

売上原価 8,150,789 6,004,671

売上総利益 1,220,367 1,148,090

販売費及び一般管理費 ※１
 933,938

※１
 878,073

営業利益 286,428 270,017

営業外収益

受取利息 829 1,169

受取配当金 2,390 2,583

還付加算金 2,690 －

その他 123 670

営業外収益合計 6,033 4,423

営業外費用

支払利息 6,231 4,778

手形売却損 10,916 7,760

株式交付費 6,399 －

上場関連費用 13,715 －

支払手数料 － 14,000

貸倒引当金繰入額 127 －

その他 － 1,652

営業外費用合計 37,390 28,191

経常利益 255,071 246,249

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 680

特別利益合計 － 680

特別損失

固定資産除却損 3,096 21,856

固定資産売却損 195 －

投資有価証券評価損 2,044 －

リース解約損 － 11,950

原状回復費用 － 9,311

特別損失合計 5,336 43,117

税引前四半期純利益 249,735 203,812

法人税、住民税及び事業税 122,886 46,286

法人税等調整額 △9,991 41,536

法人税等合計 112,895 87,823

四半期純利益 136,840 115,989
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 2,842,420 2,439,801

売上原価 2,451,659 2,036,747

売上総利益 390,761 403,054

販売費及び一般管理費 ※１
 306,067

※１
 296,160

営業利益 84,694 106,893

営業外収益

受取利息 261 366

受取配当金 1,210 1,233

その他 47 387

営業外収益合計 1,519 1,986

営業外費用

支払利息 2,069 1,515

手形売却損 3,518 2,285

株式交付費 6,185 －

上場関連費用 13,391 －

支払手数料 － 500

営業外費用合計 25,164 4,300

経常利益 61,048 104,579

特別利益

貸倒引当金戻入額 5 740

特別利益合計 5 740

特別損失

固定資産除却損 － 11,733

投資有価証券評価損 2,044 －

原状回復費用 － 9,311

特別損失合計 2,044 21,044

税引前四半期純利益 59,009 84,274

法人税、住民税及び事業税 28,302 16,227

法人税等調整額 76 19,596

法人税等合計 28,379 35,824

四半期純利益 30,630 48,449
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 249,735 203,812

減価償却費 35,453 37,884

貸倒引当金の増減額（△は減少） 44,550 9,155

賞与引当金の増減額（△は減少） △34,800 △37,396

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,029 △25,832

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,515 △454

受取利息及び受取配当金 △3,219 △3,753

支払利息 6,231 4,778

固定資産除却損 3,096 20,935

固定資産売却損益（△は益） 195 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2,044 －

売上債権の増減額（△は増加） △229,037 △63,856

たな卸資産の増減額（△は増加） △99,413 30,612

仕入債務の増減額（△は減少） △15,544 121,494

未払消費税等の増減額（△は減少） 29,576 △17,117

その他 △7,792 17,964

小計 18,620 298,228

利息及び配当金の受取額 3,263 3,819

利息の支払額 △6,151 △4,785

法人税等の還付額 87,582 －

法人税等の支払額 △1,408 △176,298

営業活動によるキャッシュ・フロー 101,906 120,963

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,642 △4,659

有形固定資産の取得による支出 △27,524 △55,209

投資有価証券の取得による支出 △2,362 △2,350

貸付金の回収による収入 3,480 4,951

差入保証金の差入による支出 △18,934 △23,984

建設協力金の回収による収入 9,000 9,000

その他 7,398 7,358

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,584 △64,893

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 △60,000

長期借入金の返済による支出 △74,500 △67,500

リース債務の返済による支出 △9,701 △12,788

株式の発行による収入 82,800 －

配当金の支払額 △48,375 △50,942

財務活動によるキャッシュ・フロー 223 △191,231

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 68,545 △135,160

現金及び現金同等物の期首残高 387,217 485,228

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 455,763

※１
 350,068
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

　会計処理基準に関する事項の変更

　　棚卸資産の評価方法の変更

　従来、原材料の評価方法は、主として先入先出法に

よる原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）によっておりましたが、第１四半期会計期間よ

り主として移動平均法による原価法（収益性の低下

による簿価切下げの方法）に変更しております。こ

の変更は、新たな在庫管理システムの本格稼動に伴

い、移動平均法による在庫評価計算が可能となった

ため価格変動を平均化し、期間損益をより適正に表

示することを目的に行ったものであります。

　なお、当該変更に伴う損益に与える影響は、軽微で

あります。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 362,863千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 396,016千円

　 　
　２　受取手形割引高　　　　　　　　　 173,559千円 　２　受取手形割引高　　　　　　　　 　735,346千円

　 　
※３　四半期会計期間末日満期手形 ※３　期末日満期手形

　　　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、

手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったた

め、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計

期間末残高に含まれております。

―

　　　受取手形　　　　　　　　　　　　   1,721千円 　
　　　支払手形　　　　　　　　　　　　 166,127千円 　
　

(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 44,580千円

従業員給与・賞与 303,640千円

賞与引当金繰入額 25,783千円

退職給付引当金繰入額 39,422千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,515千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 10,068千円

従業員給与・賞与 327,844千円

賞与引当金繰入額 26,929千円

退職給付引当金繰入額 1,594千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,225千円
 

　

第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 4,122千円

従業員給与・賞与 84,904千円

賞与引当金繰入額 25,783千円

退職給付引当金繰入額 21,548千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,171千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与・賞与 92,789千円

賞与引当金繰入額 26,929千円

退職給付引当金繰入額 2,177千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,176千円

　 　
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 505,026千円

預入期間が３か月超の定期預金 △49,263千円

現金及び現金同等物 455,763千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 405,490千円

預入期間が３か月超の定期預金 △55,422千円

現金及び現金同等物 350,068千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21

年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 6,850,000

　

２　自己株式に関する事項

当社は自己株式を保有していないため、該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

新株予約権は、会社法施行日前にストック・オプションとして付与されたもののみであり、該当事項はあ

りません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月29日
定時株主総会

普通株式 51,375利益剰余金 7.50平成21年３月31日 平成21年６月30日

　

　(2) 基準日が当会計年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 258.32円
　

　 　

　 247.20円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,769,518 1,693,352

普通株式に係る純資産額(千円) 1,769,518 1,693,352

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 6,850,000 6,850,000

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

6,850,000 6,850,000

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期累計期間

　

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 21.13円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 16.93円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

 
(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 136,840 115,989

普通株式に係る四半期純利益(千円) 136,840 115,989

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,474,727 6,850,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれな
かった潜在株式について前事業年度末から重
要な変動がある場合の概要

― ―
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第３四半期会計期間

　

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4.70円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 7.07円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

 
(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 30,630 48,449

普通株式に係る四半期純利益(千円) 30,630 48,449

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,523,913 6,850,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれな
かった潜在株式について前事業年度末から重
要な変動がある場合の概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
　

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　野　　秀　　一　　印
　

　 　 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　印
　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショーエイコーポレーションの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第42期事業年度の第３四

半期会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーションの平成20年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに

第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月10日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
　

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　印
　

　 　 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　陽　　子　　印
　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショーエイコーポレーションの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第43期事業年度の第３四

半期会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーションの平成21年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに

第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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